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	応用
	抗原情報
	背景
	CIB1（カルシウム・インテグリン結合1またはカルミリンとも呼ばれる）は、191個のアミノ酸（約21kDa）からなるカルシウム結合タンパク質ファミリーに属します。CIB1はDNA依存性タンパク質キナーゼと相互作用することが知られており、DNA末端結合におけるキナーゼ-ホスファターゼ調節に関与している可能性があります。CIB1はEFハンドを含むタンパク質で、血小板α(IIb)β(3)インテグリンやいくつかのセリン/スレオニンキナーゼなど、複数のエフェクタータンパク質に結合し、それらの機能を調節する可能性があります。CIB1は、血小板インテグリンα(IIb)β(3)のα(IIb)細胞質ドメインとの特異的な相互作用を介して、止血における血小板凝集を制御します。CIB1はまた、InsP3Rの活性化および阻害タンパク質リガンドとして普遍的に発現しています。
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	パラフィン包埋ヒト視床（左）および神経膠腫（右）組織の免疫組織化学分析。CIB1 マウス mAb と DAB 染色を使用して膜の局在を示しています。

